
１　基礎・基本の定着と学力の向上 ５　コミュニケーション能力の向上

２　基本的生活習慣の確立

３　地域連携と特色ある教育活動

４　進路意識の向上と進路保障

評価

（教務）
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基礎・基本の定
着と学力の向
上

育担当を中心とした組織
的取組の推進
（環境保健）

・コミュニケーション能力を高め、他者との関係の中で自らを磨いていくこと
のできる生徒を育てている。
・学校生活の中で社会的スキルを身につけ、自信をもって行動できる生徒
が増えている。
・共通理解のもと、全教職員が連携をとりながら生徒への対応ができてい
る。

 
基本的生活習
慣の確立

地域連携と特
色ある教育活
動
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ト体制の充実
（進路）

・上位者に対する指導体制は整いつつある
が、より充実させることが必要である。

・半数以上の生徒が挨拶を行っているが、
自分から挨拶が出来ない生徒もいる。
・８割の生徒が頭髪・服装規定を守ってい
る。一部の生徒は服装検査の事後指導に
よって改善するが長続きしない。

・すべての生徒が自発的な挨拶ができる。
・分離礼を行うことができる。
・指摘を受ける前に、自らの意志で頭髪・服装規定を守り、安定感のある生
活態度で過ごしている。

・上位者への指導体制や進学希望者への支援体制が明確になり、大学進
学等を目指す生徒が増える。
・進路実現のため、学力を向上させるよう早期から指導が行えるような教
職員の体制が構築されている。
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・Ｄ３の生徒が５０％を切り、全体の学力が伸びる。
・全ての生徒が授業が大切であることを自覚し、欠課や遅刻がなく、落ち着
いて真     摯な態度で授業に臨んでいる。
・学力に関係なく、生徒がいきいきと授業に取り組んでいる。
・課題やノートなどの提出がきちんとできる。

・全体の基礎学力は伸びてきているが、さら
なる向上が必要である。
・授業で集中力の欠ける生徒がみられる。

上と学習意欲の向上
（進路・教務）

服装規定を守る取組の推
進
（生徒指導）

・生活委員会を中心に、分離礼を用いた挨拶運動を行う。また、教職員から積極
的に挨拶を行う。
・寮当番の配置に工夫し、積極的に当番が行えるように意識改革をはかる。
・進路指導部と連携し、寮課題の実施と分析を行う。
・チューター制の継続的な指導と生活点検を実施する。
・部活の大会に向けて寮当番の担当割当に配慮し、協力体制をとる。

平　成　２７　年　度　　自　己　評　価　表　　　　
鳥取県立倉吉農業高等学校

中長期目標
（学校ビジョン）

今年度の
重点目標

　農業教育をはじめとして、あらゆる教育の場において豊かな感性を
育て、基礎基本を大切にして知の修得に努め、自らの可能性を信じて
不断の努力を惜しまない生徒の育成を図るとともに、地域社会に貢献
できる人材の育成を目指します。

評価の具体項目 現状 目標達成のための方策

年　　　　　　　度　　　　　　　当　　　　　　　初

目標(年度末の目指す姿)評価項目

評　価　結　果　　　（ 　 ）月

目標達成のための改善方策

・学びの意欲を高めるような、興味関心を喚
起する授業力にはまだ到達していない。
・公開授業や研究授業が各科・教科で行わ
れているが、継続した実施が望まれる。

・生徒が意欲をもって学ぶことができる授業改革が学校全体で広がってい
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・積極的に研修会
に参加し、その成果を活かした授業が各教科で展開されている。
・わかる喜び、できる楽しさを感じられる授業・実習となっている。

・学習理論に基づいた研修会を行い、全教員が実践する。
・授業アンケートを実施し、全教員で授業改革を行う。
・ＴＴや少人数授業を活かして、授業への興味・関心を高める。
・各教科、各科で公開授業を行う。
・協同学習の県外ワークショップや研究授業に参加する。
・学習指導委員会を中心として授業改革を推進する。

・挨拶における自主性・分離礼ができない生
徒がいる。
・寮則の遵守、寮当番の活動は概ね良好で
あるが、休日の生活に乱れが生じやすい生
徒もいる。
・自習時間を計画的に学習できる生徒とで
きない生徒がいる。
・チューター制が機能し、寮生活への適応
が早く行われている。
・目的意識を持って部活動等に頑張る生徒
が増えてきた。

・朝学習、課題テストの実施方法を改善し、基礎学力の定着をはかる。
・基礎力診断テストを定期的に行い、学力状況を把握する。
・指導の必要な生徒を焦点化し、各科がそれぞれの指導方針を立てる。
・学年に応じた課題を課し、家庭学習や課題提出の習慣をつける。
・授業における生徒の学習状況の情報を集約し職員全員で指導する。
・課題監督を徹底するとともに課題を減らすよう授業の調整を行う。

・大学進学を希望する生徒を早期に拾い出し、それぞれの生徒に対してコー
ディーネーターを中心に指導計画を立て、指導する。
・進学合宿を発展させ、進学課外として指導体制を整備する。
・生徒の進路実現に向けて、必要な教職員の体制を早期に構築する。

・自ら進んで挨拶を行えるようになる。また、同時礼から分離礼へ移行して
丁寧な挨拶ができるようになる。
・寮則を遵守し、規則正しい生活ができるようになる。また、休日日課も遵
守できるようになる。
・進路目標に応じた学習ができるようになり、延灯して学習する生徒が増え
る。
・上級生の指導性が高まってくる。
・延長部活動をとおして、部活動の時間を確保し連帯感が生まれ大会成績
が向上する。

・他者との関わりが苦手な生徒が多く、学校
生活や学習活動の中で困難さを感じてい
る。
・集団生活の中で自己表現や他者への配
慮がうまくできず、自信をもって行動すること
のできない生徒がいる。

　３つの学科が機能的に連携することで、６
次産業化の取組みが進展している。昨年は
商品開発に取組み、新商品が誕生した。

・学校の活動の様子が家庭や地域に伝わる
よう情報発信をより一層推進していく必要が
ある。
・ＰＴＡ活動への参加者は近年増加傾向に
あるが、まだまだ固定化しているのが現状
である。

　生産（１次産業）、加工（２次産業）、流通・販売・サービス（３次産業）の一
体化や連携により、新たな農業の魅力が創出されている。

経過・達成状況

・各事業の実施期日を早急に決定し、それぞれの部門で行動計画表を作成す
る。
・学校施設開放は、５つの講座で連携を図り、実施する。
・報道機関に積極的に資料提供を行うとともにHPに掲載し、PRに努める。

　学校裁量予算事業計画どおり、「農業魅力づくり・発信事業」並びに「開か
れた学校づくり推進事業」を実践し、地域から注目されている。

　それぞれの学科・コースの目標に沿い、特
色づくりに努め、報道機関を通じ、地域へ発
信を行っている。マンネリ化を防ぎ、新しい
話題を提供することが求められる。

の発信
（農場）

・中学校からの引き継ぎ事項を生かして、職員研修を実施し、情報の共有化と一
貫した生徒支援につなげる。
・生徒観察や一年生の全員面接などを通して生徒の実態を正確に把握し、生徒
対応の質の向上につとめる。
・職員（担任・寮・教科担任、養護教諭、教育相談員、進路、生徒指導）、家庭、専
門機関との連携をはかりながら、生徒への具体的な対応を協議し、時宜にかなっ
た支援を行なう。
・生徒の指導に役立つ定期的な研修を行う。

・清掃、農場当番、部活動等あらゆる場面であいさつを徹底する。
・全体集会や授業における始業・終業時の分離礼を徹底する。
・毎月の服装検査を実施し違反者への段階的・組織的な指導を行う。
・日常の生徒指導情報を記録・共有し、学年団での指導に役立てる。
・面談が必要な生徒の指導を定期的に行う。

・商品の方向性が決まり、試作・評価を行う。
・関連機関との連携を図る。
・のうこう市場を軌道に乗せ、定着させる。

・報道機関に積極的に情報提供し取材の依頼をしていく。
・ＨＰの更新を積極的に行ない、本校の活動を広くＰＲしていく。
・ＰＴＡ会員に対してメール配信サービス、配布物などを通して積極的に情報提供
していく。
・ＰＴＡ役員を中心に参加の呼びかけを行っていく。

ある寮教育の推進
（寮）

組の推進
（農場）

推進とＰＴＡ活動の活性化
（教育支援）

・積極的な情報発信により多くの方に本校の活動に興味・関心を持ってもら
うようになる。
・広報活動を通して家庭・学校・地域の連携を一層強化し、ひとりでも多くＰ
ＴＡ活動へ参加してもらえるようになる。



評価評価の具体項目 現状 目標達成のための方策

年　　　　　　　度　　　　　　　当　　　　　　　初

目標(年度末の目指す姿)評価項目

評　価　結　果　　　（ 　 ）月

目標達成のための改善方策経過・達成状況

評価基準　A：十分達成（100%）　B：概ね達成（80%）　C：変化の兆し（60%）　D：まだ不十分（40%）　E：目標・方策の見直し（30%以下）

・連携対象と連絡を密にし、双方が成長できる計画を立案する。
・活動を評価しあえる場、発表する場を設定する。

5
コミュニケー
ション能力の向
上

各学科の特徴を活かし、幼保小中学校や地
域との連携は継続し、実施されている。

・連携対象のニーズに対応しながら、信頼関係のある取組みとなっている。
・対人関係においてコミュニケーション力や積極的な態度が育成されてい
る。

進路意識の向
上と進路保障
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・生徒の意志形成が早まり、就職に向けての行動がより積極的になって第
１希望の就職先に内定を獲得する。
・計画的な準備により進路を達成し、進路決定率を１００％にする。

活性化
（生徒会）

啓発と進路指導の充実
（進路）

・早期の定着指導、職場開拓を実施し、進路先の開拓に力を入れる。
・引き続きガイダンス、個人面談、個別面接指導等に力を入れる。
・進路委員会や学年団において生徒一人一人に焦点化して、指導を徹底する。
・ハローワーク倉吉との連携を一層密にする。

た取組の推進
（農場）

　昨年、資格取得の合格率は、53.4％で
あった。教科からの働きかけや時代の情勢
から、資格取得に関心を持つ生徒は増加し
ている。

・資格取得が進路実現への動機づけとなり、資格取得者が前年度より増加
している。
・難易度の高い資格取得に挑戦する生徒が多くなる。

・インターンシップに取り組む態度の育成を計画的に行い、充実させる。
・プロジェクト学習を推進し、地域の課題を解決する姿勢を養う。

・２年全クラスがインターンシップを通じ、地域を支える人材としての自覚を
獲得している。
・地域を支えていく覚悟や自信を持ち、課題に取り組む姿勢を備えている。

インターンシップに主体的に取組み、概ね
高い評価は得ているが、ふるさとを守る担
い手の育成については、継続的なプログラ
ムが求められる。

材の育成
（農場）

・配信メールで、資格取得の情報を保護者へ配信する。
・資格関連図書の充実を図る。
・受検者数の多いFFJ検定の合格率を上げる。
・課外指導を充実する。

・自尊感情の涵養が十分でないため、他者
との関係を築くのが苦手な傷つきやすい生
徒が少なくない。
・様々な活動を通して他を思い
やる心を育てる取組みを行って
いるが、十分ではない。

・昨年度、進路決定率100％を実現した。一
方、進路選択の見極めが不十分な生徒が
就職に苦戦した。
・現２，３年生にも進路希望先が未定の生徒
が一定程度存在する。

・部活動に入部している生徒は多いが、1年
間継続した活動につながっていない。
・一部の委員会活動は活発だが、すべての
委員会の活動になっていない。

・生徒一人ひとりが主体的に参加する人権教育ＬＨＲを実現する。
・全職員の指導力を高める研修を実施する。

・日々の授業やあらゆる活動を通して生徒理解に努める。
・家庭及び地域の関係機関と連携する。

・人権教育LHRの中で差別の現実を学び、学ぶべき対象は、自身の外にあ
るのではなく、自身の中にあることに気づく。
・自己肯定感や相手を思いやる気持ちが育っている。
・人権問題に対する正しい認識と理解を深め、部落差別をはじめとする、あ
らゆる差別の解消を自らの課題として取り組む意志と実践力が養われてい
る。

・年に４回の部活動調査を実施し、活動数の把握に努める。
・ルーム担任と部活顧問が連携を図り、生徒の活発な部活動を促す。
・ＨＰ等で部活動を積極的に広報する。
・各委員会の活動内容を明確にし、関係する分掌と協力して計画的に実行する。

・部活動をしている実働生徒が７０％を超え、1年間を通して積極的に活動
している。
・部活動が活性化し、地域や中学生にアピールできている。
・各委員会の活動が活発に行われ、その活動が生徒の自主性に役立って
いる。

や地域とのつながりの推
進
（農場）

思いやりの心の育成
（人権）


